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新年あけましておめでとうございます。  

競技役員、選手の皆さまには、健やかに新春を迎えられていることとお慶び申し上げます。新型

コロナウィルス感染症の２類から５類への移行を受け、昨年は多くの競技会を通常大会へ移行して

の競技運営となりましたが、大きな問題もなく開催することができました。改めて審判員及び選手

のみなさまのご理解とご協力に感謝申し上げます。 

 さて、昨年を振り返りますと、12 月 24日に京都で開催されました全国高校駅伝において神村学園

高校が劇的な優勝を成し遂げ、2023 年の締めくくりに相応しい活躍をしてくれましたことは記憶に

新しいところです。また、10月にはかごしま国体並びにかごしま大会が開催されました。2020 年よ

り 3 年の延期を経ての開催となりましたが、昨年に引き続き天皇杯 8 位入賞とともに、皇后杯で 7

位入賞するなど昨年を上回る成績を収めることができました。改めて、選手強化、大会運営に多大

なご協力をいただきました鹿児島県、鹿児島市をはじめ多くの関係の方々に感謝申しあげます。ま

た競技運営面では、国体時には多くの関係者から審判技術に対して高評価をいただいたとともに、

かごしま大会時には日本パラリンピック協会様よりオンタイムかつスムーズな競技運営に対し、過

去 20年で最高の大会であったとの評価もいただきました。２大会ともに概ね天候に恵まれ、最高の

コンディションの中多くの新記録も誕生しました。審判員の方々は国内トップクラス選手のパフォ

ーマンスを堪能されたとともに、彼らの審判業務に携われたことに自信と誇りを持たれたことと思

います。これらの経験をもとに皆さまの更なる審判技術の向上と、続く若手審判員の皆さんへの継

承もお願いいたします。さらには、かごしま国体時に日本陸連、九州陸協等で長年活躍されました

松下安喜男氏、飯干明氏が秩父宮章を受章されましたことは、本協会にとりましても大きな慶びで

ありました。その一方で、協会をこれまで牽引されて来られた多くの先輩方が逝去されました。中でも

選手としてその怪物ぶりが語り継がれています浜田安則先生、指導者としてインターハイ総合優勝を２

回も成し遂げられた広津匡一先生、全国優勝者を多数輩出された前村悟先生が亡くなられたことは協会

としても大きな損失であったと思われます。華やかな国体、障害者大会の一方で時代の移り変わりと寂

しさを実感した 1 年でもありました。ご冥福をお祈りしますとともに、これら多くの先輩方のご教示を

礎としながら、かごしま国体、かごしま大会以降の競技力向上及び競技会運営に生かし、みなさま

とともに新しい協会を構築できるよう頑張る所存です。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 


